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は
じ
め
に

　

堀
川
文
化
探
索
隊
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
に
発
足
し
た
。
毎
月
一
回
、
市
内
各
所
を
探
索
し
て
歩
き
、
今
年
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月

に
は
百
回
目
の
例
会
を
迎
え
る
。

　

今
年
は
ま
た
、
名
古
屋
開
府
四
百
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
。
堀
川
文
化
探
索
隊
発
足
十
周
年
記
念
と
名
古
屋
開
府
四
百
年
を
祝
い
、
記

念
刊
行
し
た
の
が
本
書
『
名
古
屋
大
須
も
の
が
た
り
』
で
あ
る
。

　

大
須
に
材
を
取
り
本
書
を
刊
行
し
た
の
は
、
大
須
が
市
民
の
生
活
と
密
着
し
た
庶
民
の
町
で
あ
る
か
ら
だ
。
大
須
は
人
々
に
慰
藉
と
娯
楽

を
与
え
て
く
れ
る
。
大
須
の
町
を
散
策
す
る
こ
と
に
よ
り
、
疲
れ
は
て
た
身
体
は
自
然
と
癒
さ
れ
て
ゆ
く
。
大
須
は
江
戸
の
昔
か
ら
現
代
に

い
た
る
ま
で
、
庶
民
を
温
か
く
つ
つ
み
込
み
、
慰
め
て
く
れ
る
町
だ
。

　

大
須
の
町
は
真
福
寺
の
山
門
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
町
だ
。
大
須
の
観
音
さ
ま
と
親
し
ま
れ
て
い
る
真
福
寺
は
、
岐
阜
県
羽
島
市

の
大
須
よ
り
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
移
転
し
て
き
た
寺
で
あ
る
。
大
須
に
は
同
じ
く
羽
島
か
ら
移
転
し
て
き

た
北
野
天
満
宮
が
あ
る
。
大
須
の
地
名
は
、
岐
阜
の
羽
島
市
よ
り
移
転
し
て
き
た
真
福
寺
と
の
ゆ
か
り
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
名
前
だ
。
大

須
の
地
に
古
く
か
ら
あ
る
富
士
浅
間
神
社
は
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）、
駿
河
の
浅
間
神
社
か
ら
勧
請
し
た
神
社
で
あ
る
。
浅
間
神
社
の

境
内
地
に
修
験
者
の
道
場
、
清
壽
院
が
あ
っ
た
。
明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
、
浅
間
神
社
は
残
り
、
清
壽
院
は
取
り
毀
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

真
福
寺
の
東
側
に
は
七な

な
つ
で
ら寺が
あ
る
。
真
福
寺
、
清
壽
院
、
七
寺
の
山
門
に
は
芝
居
小
屋
が
掛
け
ら
れ
、
見
世
物
、
寄
席
、
歌
舞
伎
等
が
演
じ

ら
れ
て
い
た
。
小
屋
の
周
囲
に
は
茶
屋
が
で
き
、
芝
居
見
物
の
客
で
い
つ
も
繁
盛
し
て
い
た
。

　

町
に
は
表
の
顔
も
あ
れ
ば
、
裏
の
顔
も
あ
る
。
は
な
や
か
な
大
須
の
繁
栄
の
影
で
春
を
ひ
さ
ぐ
女
た
ち
が
い
た
。
そ
れ
ら
の
女
を
大
須
観

音
の
裏
側
の
地
に
集
め
、
公
認
の
遊
郭
旭
廓
が
明
治
六
年
に
で
き
た
。
不
夜
城
の
旭
廓
は
、
い
つ
も
ぞ
め
き
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

旭
廓
は
大
正
十
二
年
に
は
、
中
村
へ
移
っ
て
ゆ
く
。
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江
戸
時
代
、
万
松
寺
・
赤
門
一
帯
は
、
一
面
の
野
原
で
、
狐
が
出
没
し
て
、
人
々
に
悪
戯
を
す
る
よ
う
な
物
淋
し
い
地
で
あ
っ
た
。
こ
の

一
帯
は
、
大
正
初
め
の
万
松
寺
境
内
の
開
発
に
よ
り
、
商
店
街
と
し
て
賑
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
八
年
、
大
須
の
町
を
東
西
に
横
断
す

る
赤
門
通
り
の
開
通
と
、
昭
和
九
年
、
門
前
町
を
縦
断
す
る
本
町
通
り
が
岩
井
町
ま
で
改
修
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
万
松
寺
一
帯
は

賑
わ
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

万
松
寺
・
赤
門
一
帯
に
は
多
く
の
映
画
館
や
芝
居
小
屋
が
開
館
し
た
。
家
具
店
や
古
着
の
洋
服
を
吊
す
店
が
軒
を
並
べ
て
い
た
。
万
松

寺
・
赤
門
一
帯
は
、
い
つ
も
人
波
の
絶
え
な
い
町
へ
と
変
貌
し
て
き
た
。

　

現
在
も
大
須
は
多
く
の
老
若
男
女
を
迎
え
、
賑
わ
っ
て
い
る
。
最
近
は
外
国
人
の
姿
も
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
名
古
屋
大
須

も
の
が
た
り
』
は
大
須
の
変
遷
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
と
し
て
綴
っ
た
も
の
だ
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
々
に
、
本
書
を
手
が
か
り
に
し
て

大
須
の
町
を
散
策
し
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
大
須
が
、
い
つ
ま
で
も
名
古
屋
の
繁
栄
の
中
心
の
町
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

　

堀
川
文
化
探
索
隊
の
伊
藤
正
博
・
瀧
山
時
子
・
谷
川
隆
子
・
寺
西
功
一
・
深
谷
三
代
子
の
諸
氏
に
は
、
本
書
刊
行
に
あ
た
り
入
力
、
写
真

の
蒐
集
、
校
正
に
多
大
の
尽
力
を
頂
い
た
。
そ
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
あ
る
む
の
川
角
信
夫
氏
に
も
、
深
甚
の
感
謝
を
致
し
て
い
る
。
ま

た
貴
重
な
資
料
・
写
真
を
提
供
し
て
頂
い
た
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

堀
川
文
化
探
索
隊
代
表　
　

沢 

井　

 

鈴 

一　
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◉
江
戸
時
代
　
門
前
の
賑
わ
い

数
珠
か
け
鳩

　

高
速
道
路
を
岐
阜
羽
島
で
降
り
、「
大
須
」
に
向
か
っ
て
車
を
走
ら
せ
る
。
大
須
の
部
落
の
直
ぐ
西
側
に
は
、
高
い
堤
防
が
連
な
っ
て
い

る
。
堤
防
に
上
れ
ば
長
良
川
が
悠
久
に
、
と
う
と
う
と
流
れ
て
い
る
。
人
の
世
の
営
み
の
は
か
な
さ
を
教
え
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に
、
水
の

流
れ
は
留
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
て
い
く
。
狭
い
大
須
の
部
落
は
、
長
良
川
の
堤
防
の
下
に
、
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て
出
来
て
い
る
。

　

狭
い
部
落
の
中
に
、
商
売
を
や
め
た
店
が
扉
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
、
何
軒
か
並
ん
で
い
る
。
こ
の
辺
り
が
岐
阜
羽
島
駅
と
大
須
と
を
結
ぶ
竹

鼻
線
の
終
着
駅
、
大
須
駅
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
廃
駅
の
跡
地
に
は
、
雑
草
だ
け
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
こ
の
部
落
の
一
画
に
、
大
須

観
音
が
建
っ
て
い
る
。
名
古
屋
の
大
須
観
音
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
の
よ
う
だ
が
、
じ
つ
は
こ
ち
ら
が
本
家
本
元
だ
。

　

名
古
屋
の
大
須
真
福
寺
は
、
こ
の
岐
阜
羽
島
の
大
須
か
ら
移
さ
れ
た
も
の
だ
。
羽
島
の
大
須
は
長
良
川
と
木
曽
川
に
囲
ま
れ
、
い
く
た
び

か
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
、
名
古
屋
の
現
在
地
に
移
っ
て
き
た
。
移
転
し
た
最
大
の
理

由
は
、
真
福
寺
の
所
蔵
す
る
開
山
の
能
信
上
人
以
来
の
歴
代
住
職
が
蒐
集
し
た
貴
重
本
を
、
水
害
の
た
め
に
流
失
さ
せ
た
り
、
散
逸
さ
せ
た

り
す
る
の
を
、
家
康
が
危
惧
し
た
か
ら
で
あ
る
。
真
福
寺
の
所
蔵
す
る
蔵
書
は
一
万
五
千
件
、
そ
の
中
に
は
国
宝
四
件
、
重
要
文
化
財
二
十

件
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

国
宝
『
古
事
記
』
の
真
福
寺
本
は
、
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
り
、
三
帖
よ
り
な
る
。『
翰
林
学
士
詩
集
』
は
、
唐
王
朝
二
代
皇
帝
太
宗

（
李
世
民
）
の
御
製
詩
に
、
褚
遂
良
・
許
敬
宗
な
ど
の
近
臣
が
応
詔
奉
和
し
た
詩
集
の
残
巻
で
あ
る
。『
漢
書
食
貨
志
第
四
』
は
、
中
国
古
代
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の
歴
史
書
『
漢
書
』
に
、
唐
時
代
の
儒
学
者
、
顔
師
固
（
五
八
一
〜
六
四
五
）
が
注
釈
を
加
え
た
も
の
。
食
貨
は
経
済
の
意
で
、
こ
の
本
は

中
国
古
代
最
古
の
経
済
書
で
あ
る
。『
琱
玉
集
巻
第
十
二
・
第
十
四
』
は
、
中
国
教
養
書
の
古
写
本
で
あ
る
。

　

印
刷
技
術
の
発
達
し
て
い
な
い
当
時
、
書
物
の
普
及
は
写
本
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
根
気
と
執
念
に
よ
っ
て
、

一
字
一
字
て
い
ね
い
に
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
書
か
れ
て
い
る
写
本
が
、
真
福
寺
本
で
あ
る
。

　

羽
島
か
ら
名
古
屋
に
移
さ
れ
、
水
害
か
ら
真
福
寺
本
は
護
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
の
火
災
で
、
本
堂
・
五
重
塔
な
ど
は

焼
失
し
た
が
、
真
福
寺
本
は
類
焼
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
昭
和
九
年
に
竣
工
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
真
福
寺
文
庫
（
大
須
文

庫
）
が
出
来
上
が
り
、
昭
和
二
十
年
三
月
十
九
日
の
空
襲
に
よ
り
、
本
堂
や
仁
王
門
な
ど
が
炎
上
し
た
折
も
、
文
庫
は
無
事
で
あ
っ
た
。

　

心
の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
寺
が
自
分
の
住
む
村
か
ら
消
え
て
い
く
。
し
か
し
家
康
の
命
に
逆
ら
う
こ
と
の
で
き
る
者
は
い
な
い
。
村
人
に

と
っ
て
、『
古
事
記
』
の
写
本
な
ど
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
は
無
縁
の
も
の
だ
。
観
音
様
は
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
向
き
を
、
毎
日
見
つ

め
て
頂
い
て
い
る
あ
り
が
た
い
仏
様
だ
。
村
人
た
ち
は
観
音
様
が
去
っ
て
い
か
れ
る
の
を
嘆
き
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。

　

家
康
の
命
を
伝
え
る
家
老
成
瀬
正
成
と
、
村
人
と
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
た
大
須
観
音
二
十
二
世
住
職
悲
遍
は
、
慶
長
十
七
年
十
月
十
二
日

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
村
人
の
間
で
は
、
観
音
様
の
た
た
り
で
あ
る
、
怨
念
の
報
い
で
あ
る
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
評
が
飛
び
交
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
心
労
に
よ
る
死
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

大
野
一
英
『
大
須
物
語
』
に
、
移
転
に
伴
う
伝
説
「
数
珠
か
け
鳩
」
の
話
が
載
っ
て
い
る
。

数
珠
か
け
鳩
と
は
、
首
の
と
こ
ろ
に
サ
シ
毛
が
丸
く
生
え
て
い
て
、
数
珠
を
か
け
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
真
っ
白
な
鳩
の
こ
と
だ
。

　

名
古
屋
の
大
須
に
、
鳩
た
ち
も
寺
と
と
も
に
移
っ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
故
郷
の
羽
島
の

大
須
が
、
恋
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。
鳩
は
疲
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
名
古
屋
の
上
空
を
飛
び
、

木
曽
川
を
越
え
、
羽
島
の
地
に
飛
ん
で
き
た
。
岐
阜
の
羽
島
で
は
、
首
に
サ
シ
毛
が
生
え
、

真
っ
白
な
鳩
を
、
名
古
屋
の
観
音
様
の
お
使
い
の
鳩
と
し
て
丁
重
に
も
て
な
し
た
。

　

観
音
様
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
残
っ
て
い
る
。
観
音
様
が
村
人
の
手
に
よ
っ
て
、
船
積
み
を

羽島市大須にある真福寺



14名古屋大須ものがたり

終
え
、
い
よ
い
よ
出
発
の
刻
が
き
た
。
村
人
は
手
を
合
わ
せ
て
称
名
を
唱
え
る
。
南
無
観
世
音
菩
薩
の
声
が
川
面
に
響
い
て
い
く
。
と
こ
ろ

が
長
良
川
の
岸
を
離
れ
る
と
、
船
は
逆
風
を
受
け
て
進
ま
な
く
な
る
。
観
音
様
も
大
須
を
離
れ
る
の
を
嫌
が
っ
て
お
い
で
に
な
っ
た
の
だ
。

そ
こ
で
名
古
屋
に
移
っ
て
か
ら
も
、
観
音
様
の
住
ま
わ
れ
る
地
を
大
須
と
い
う
名
に
す
る
と
い
う
と
、
川
は
鎮
ま
り
、
船
は
動
き
出
し
た
と

い
う
こ
と
だ
。

　

大
須
観
音
は
通
称
で
、
正
式
に
は
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
と
い
う
。
真
言
宗
智
山
派
に
属
し
、
京
都
の
智
積
院
の
末
寺
で
あ
る
。
し
か
し

本
山
か
ら
は
特
別
の
寺
格
を
与
え
ら
れ
て
、
準
号
別
格
本
山
と
し
て
、
独
立
し
た
活
動
を
許
さ
れ
て
い
る
。

　

真
福
寺
の
開
創
は
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
の
こ
と
だ
。
後
醍
醐
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
尾
張
国
中
島
郡
〔
羽
島
市
〕
に
北
野
天
満
宮
北
野

社
が
勧
請
さ
れ
た
。
同
じ
頃
、
北
野
社
の
神
宮
寺
〔
神
社
に
付
属
し
て
置
か
れ
た
寺
院
〕
と
し
て
、
能
信
上
人
が
真
福
寺
を
創
建
し
た
。
南

北
朝
時
代
に
は
壮
大
な
伽
藍
を
誇
り
、
律
蔵
坊
・
大
智
坊
な
ど
八
坊
が
、
広
大
な
敷
地
の
中
に
配
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
宝
生
坊
が
、

応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
に
宝
生
院
と
し
て
独
立
し
た
寺
院
と
な
る
。
さ
し
も
の
宝
生
院
も
打
ち
続
く
戦
乱
と
、
水
害
に
い
く
た
び
も
見
舞

わ
れ
衰
微
し
て
い
く
。
そ
し
て
家
康
の
命
に
よ
り
、
名
古
屋
に
移
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

大
須
観
音
は
い
つ
も
参
拝
者
が
絶
え
な
い
。
境
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
。
大
正
琴
、
縁
日
、
大
道
芸
、
そ
し
て
歌
謡

シ
ョ
ー
か
ら
金
粉
シ
ョ
ー
ま
で
が
行
わ
れ
る
。
観
音
様
と
金
粉
シ
ョ
ー
の
取
り
合
わ
せ
は
、
妙
な
こ
と
だ
が
、
大
須
は
違
和
感
も
な
く
受
け

容
れ
る
。
大
須
観
音
は
庶
民
の
観
音
だ
。
取
り
澄
ま
し
た
特
権
階
級
の
も
の
で
は
な
い
。
文
字
ど
お
り
、
み
ん
な
の
観
音
様
だ
。
観
音
様
の

前
で
、
喜
び
、
笑
い
、
そ
し
て
生
き
て
日
々
あ
る
こ
と
を
感
謝
す
る
。

　

今
日
も
境
内
に
は
幾
羽
も
の
鳩
が
舞
っ
て
い
る
。
羽
島
に
帰
る
こ
と
も
な
く
、
の
ん
び
り
と
餌
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
。

七
寺
太
子
堂

　

七な
な
つ
で
ら寺は

真
言
宗
に
属
し
、
長
福
寺
と
号
す
る
。
江
戸
時
代
に
は
八
千
二
百
十
一
坪
を
有
す
る
、
広
大
な
寺
域
と
壮
麗
な
伽
藍
を
誇
る
大
寺

院
で
あ
っ
た
。
七
寺
の
広
大
な
敷
地
の
中
に
太
子
堂
が
あ
っ
た
。『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』
の
中
に
、
太
子
堂
創
立
の
次
の
よ
う
な
伝
説
が
載


